




























































































































































































































































































2．Aunque estamos eninvierno，hace calor en esta sala．Todos越由
qutadoslachamarra．→血痕疲
（今、 冬なのに、この部屋は暑い。みんな上着を脱いでいます。）






















































































































Ikuこir　　　　 ／1・ itteiru：　　　　 L・T／‘Il・／〝！iJ
Kuruニ　　　　 l・ど17fJ・ kteiru：　　　 ピ．純Jイ〃叩Jノ
Kaeru：　　 J‘脚 ‘ぴ‘1‘ kaetteiru：　　　 ぐ．Tl〝J・fkl，〃ピルrJ














































Aunque estamosen elinvierno．hacecaloren esta sala．Todosse han
quitadolachamarra．
（卦「なくなる」「忘れる」などの無意志的な表現
例l A：変だな…。
B：どうしたんですか？
Aニここにあった財布がなくなってるんです。
A：1Queextra丘OI
B：ヱQu色pasd？
A：Lacarteraqueestuvoaquinoestえ．
例2・現代人は、忙しい生活の中で大切なことを忘れている。
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LoshumanOSdeestostiemposhanolvidadolascosasimportantes
enestavISdaacelerada
ここでは、スペイン語からの単純な翻訳作業では生成しにくいと思われ
る日本語のテイル結果構文を重点的に取り上げてある。例文を通して、ス
ペイン語のestar結果構文では表さないものでも、日本語の場合は、テイ
ル結果構文で表現することを重点的に学ぶ構成となっている。
5　まとめ
本稿では、テイル結果構文と　Lestar＋participio’の成立条件には差異
があり、テイル結果構文で表されるような事態をスペイン語で言語化する
場合、様々な表現形式が用いられることを見た。その観察から、従来の
文法解説に見られるように、テイル結果構文の対応形式として‘estar＋
participio’のみを強調することはできないことを主張した。さらに、そ
の対照分析を反映したかたちでの文法解説案を示した。
このような文法解説の充実を述べる場合、一方では、難しい文法説明は
学習者の混乱を招くという反論もある。語学教師という立場上、それも理
解できる。確かに初級の段階から、細かい文法解説を完璧に施す必要はな
いと思う。そういった意味では、本研究の意義は、中級以上のレベルの学
習者、あるいは、日本語を専門に学習している学習者向けかもしれない。
しかし、いずれにせよ、正確に、かつ生産的に文をアウトプットし、表現
力を豊かにしようという場合には、やはり文法的知識がその助けとなって
くる。言語学レベルの研究成果が、更なる文法解説の充実に果たす役軌は
大きいと考える。
注
1）日本語学では、「車が走っ型旦」「財布が落ちエビ皇」など、動詞のテ形に
状態動詞「いる」をつけて＜進行＞や＜結果状態＞などの意味を表す形式を、
通例「テイル」と呼び、一つの文型として扱う。
2）テイル形式の意味には、最も基本的な＜進行＞＜結果状態＞を中心にして、
＜反復＞＜パーフェクト＞＜単なる状態＞などの派生的意味（工藤1995）が
ある。
3）教科書の選定にあたり、初級学習項日を網羅している、かつ、スペイン語で
の解説がなされているものを選んだ。20α）年度以前のものに関しては、大倉
（2（X氾）が、教科書選定に役立った。
4）スペイン語学の分野でも、DeMiguel（1999：3030）は、Vendlerの用いた
「持続性の基準」LelparAmetrodeladuracibn’が最大の功績とし、その有用
性の高さを評価している。
5）高垣（2〔畑aこ74）では、「発見、消失、認知、忘却、獲得」のような動詞が
挙げられている。
encontrar‘（見つける）、‘01vidarr（忘れる）、Lreconocer’（気づく）、．COn－
segulr．（得る）など。
これらは、「動作主をもたないで、経験者を外項とする」ために、意図性のな
いものである。つまり、「はたらきかけ」は含まず、eSt∬結果構文は形成し
ない。
6）スペイン語文例の収集に際し、上田博人ホームページ内「言語情報解析」
（http：／／gamp，C．ulokyo，aCjp／‾ueda／kaiseki／index．php）で公開されている、
「二言語コーパス」を活用した。RubioCarlos、上田博人宿r研究社新スペイ
ン語辞典j（研究社、1992）の例文を収集、作成された日西語対訳コーパスで
ある。
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